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１．北九州エコタウンの経験から学んだもの

・価値観の共有化(同志との出会い)  
・夢と情熱と執念による真の産学官民連携の妙

・強烈なリーダーシップ

２．今後の環境ビジネスの展望と戦略

①『人・もの・金・情報・時間』の最適配分と連携

②東アジア環境ビジネス事情と日本のアジア戦略

(部分最適解から全体最適解へ想念転換･実践)

北九州エコタウン事業の背景と経緯
 ①何故北九州市か？

 ・産学官民で公害を克服してきた歴史

 ・蓄積された環境技術、人材の育成

 ・KITAの環境国際協力

 ・行政（市長）の熱意とリーダーシップ

 ②都市づくりのビジョンの明確化
 ・「北九州ルネッサンス」構想 （第三次：平成11～15年）

 ・「アジェンダ２１北九州」策定 （平成８年３月）

 ・「響灘開発基本計画」策定 （平成８年３月）

 ・「北九州環境産業推進会議」設置（平成９年８月）

 ・「北九州エコタウンプラン」策定（平成１０年４月）

 ※経済産業省のエコタウン事業の第一号指定地域（平成9年７月）



基礎研究から技術開発・実証研究・事業化に至るまでの総合的展開

北九州学術研究都市北九州学術研究都市

■北九州市立大学国際環境工学部
■大学・研究機関

・九州工業大学大学院
生命体工学研究科

・英国クランフィールド大学

北九州研究所

・ドイツ国立情報処理研究所

・早稲田大学理工学総合
研究センター 九州研究所

・早稲田大学大学院
情報生産システム研究科

・福岡県リサイクル総合研究センター

・福岡大学大学院工学研究科
資源循環・環境工学専攻

実証研究エリア実証研究エリア
■福岡大学資源循環・

環境制御システム研究所

■各分野での実証研究
・処分場管理技術
・焼却灰
・食品残渣（生ごみ・おから等）
・福岡県リサイクル総合研究
センター実証試験地

・ＰＣＢ汚染土壌改質
■エコタウンセンター（本館・別館）
■おから・食品残さリサイクル
■発泡スチロールリサイクル

ⅠⅠ 教育・基礎研究教育・基礎研究

●環境政策理念の確立
●基礎研究、人材育成
●産学連携拠点

ⅡⅡ 技術・実証研究技術・実証研究

●実証研究支援

●地元企業のインキュベート

ⅢⅢ 事業化事業化

●各種ﾘｻｲｸﾙ事業、環境ﾋﾞｼﾞﾈｽ展開

●中小、ベンチャー事業の支援

北九州市の環境産業振興の戦略

総合環境コンビナート総合環境コンビナート
■リサイクル工場の集積
・ペットボトル ・ＯＡ機器 ・家電
・自動車 ・蛍光管 ・医療用具
・建設混合廃棄物 ・複合中核施設

響リサイクル団地響リサイクル団地
■地元中小・ベンチャー

（食用油、有機溶剤、古紙、空き缶）
■自動車解体､ 中古部品業者の高度化

第２期計画エリア第２期計画エリア
■リサイクル・リユース工場等

・パチンコ台 ・トナーカ－トリッジ

・廃木材・廃プラ ・飲料済容器
■風力発電

複合中核施設複合中核施設

総合環境コンビナート概念図

搬出入管理／地区内道路／共同保管・積替え場搬出入管理／地区内道路／共同保管・積替え場

コンビナート地区立地の
資源リサイクル産業

●ペットボトル●自動車●ＯＡ機器
●家電●建設資材他

響リサイクル団地

再生資材・
中古部品等の
内外市場への

販売

響灘地区内外
での建材利用

総合環境コンビナート （緑地）

海運・鉄道などによる資源の搬出入

焼却・溶融対象物

相互の資源
移動／活用 電力／熱供給

溶融化物

埋立を要する残さ 響灘地区
終処分場

（緑地）

エコタウン事業から学んだ点

・土俵の共有化（各主体の価値観の共有化）の重要性

＊利益先行でなく“理念”先行で！！

・人（同志）の出会い： 夢・情熱・執念・連携の妙

・コンセプトの明確化とアクションプラン実践（Ｐ・Ｄ・Ｃ・Ａ）

・（市長の）強烈なリーダーシップ

・＜循環型社会構築への指針＞

～今在るものを活用して、未だ存在しないものを

創出する活動～

北九州エコタウンの意義
• 地域特性(地相）を生かした活性化対策としてリサイ

クル産業集積を成功させた。

（真の産学官民の連携を具現化）

• 静脈資本・技術・人財（材）の蓄積にも成功。

• 九州の静脈産業基地。効率的な静脈物流の確保に
も成功しつつある。

• 東アジア圏域諸国・地域における循環資源の重要
なゲートである。



「集積」から「連携」へ①

• エコタウンエリア内の企業連携

• 北九州市内の企業連携

~エコ･コンビナート構想~
・Ｋ－ＲＩＰとの連携(九州エリアvs全国)
＊動脈・静脈一体化システムの構築／既存物流インフラ

の共有化／輸送モードの最適化とＩＴとの融合等

＊産×産、学×学、産×学×官×民の連携等

北九州エコタウンにおける相互連携

自動車自動車 ＯＡ機器ＯＡ機器

蛍光管蛍光管

家電家電

医療用具医療用具
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発泡ｽﾁﾛｰﾙ発泡ｽﾁﾛｰﾙ

食品ごみ食品ごみ

おから・
食品残さ

おから・
食品残さ

複合中核
施 設

（溶融炉）

複合中核
施 設

（溶融炉）

総合環境ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄ

響ﾘｻｲｸﾙ団地 実証研究ｴﾘｱ

空き缶空き缶建廃建廃

パチンコパチンコ

ﾄﾅｰ
ｶｰﾄﾘｯｼﾞ

ﾄﾅｰ
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２期計画ｴﾘｱ

廃木材
廃プラ
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フレコンバック

木枠

ＩＣ基盤

廃プラ（ＰＰ）

メタノール
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木片

エリア内企業
重機の燃料
（ＥＬＶ,ＯＡ,高野）

エリア内企業
ダンボール・事務用紙
（ﾄﾅｰｶｰﾄﾘｯｼﾞ、建廃、蛍光管、
空き缶、パチンコ、自動車）

不良パーツ
（ＰＰ） エリア内企業

廃プラスチック
（自動車、ﾄﾅｰｶｰﾄﾘｯ
ｼﾞ
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廃油・
廃プラ

ハーネス・
エンジン

フロン ハーネス
ハーネス

フロン

廃油・
廃プラ

連携を実施中
連携の試験中
技術的には可能

電力

残さ

エリア内企業
事務所の蛍光管

エリア内企業
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スロットの蛍光管
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物流連携~今あるものの有効活用~

• エコタウン内連携:
①エリア内物流効率化(原料及び製品倉庫の共有化)
～車両ミニマム・移動距離ミニマム・管理スタッフミニ
マム= エリア内最適化プラン

・都市間連携: 物流インフラの共有化(港湾・鉄道等)
①各都市の特徴を活かし、あらゆる物流モードを駆使

した循環資源の都市間移動と産業活性化策の推進

②日本国内エリアの最適化: 全国レベルでのCO2削減

効果の評価システムの確立

北九州市リサイクルポート整備エリア



「集積」から「連携」へ②

・集積：①国家としての経営資源(人・もの・金・情報・時

間)の最適化

②各業界団体としての経営資源の最適化

③地方自治体としての経営資源の最適化

・連携:①産・学・官・民の真の連携(産&産、学&学、産

&学、産&官、産&学&官、産&学&官&民)
②都市間連携(国内・国際)
③国際資源循環（東アジア圏)

北九州エコタウン

国際資源循環モデル（北九州地区の例）

有害物の
検査・除去

破砕・
減容化

コンテナ化

（仮）国際資源循環リサイクルセンター

ひびきコンテナターミナル

トラック

船舶

《 中国：上海、深川 》

選別
樹脂
加工

形成
加工

製品

※ 廃プラの場合

一部
輸出

《 韓国：釜山 》

韓国国内

中国
国内

一部
輸出

船舶

リサイクル

ポート

北九州市 響灘地区

遠 方
排出者メーカー

排出者メーカー 排出者メーカー

JR貨物＋

トラック トラック

船舶

国際資源循環の基本的な考え方

～環境汚染の防止は資源有効活用の大前提～

“地球益”と国益の両立

①各国国内の廃棄物の適正処分や３Ｒの推進能力

の向上が 優先

②循環資源の不法な輸出入の防止が不可欠

～透明な静脈フローの確立”見える化”～
循環資源等のトレーサビリティーの向上：

（ICタグ・GPS等の活用・国際認証機関の設置等）

③国外で環境負荷の低減や資源の有効活用に資する

場合は、循環資源の国際的な移動を円滑に推進



東アジア圏の循環型社会構築に向けた
今後の日本のリーダーシップ

○途上国等の処理能力向上に向けた制度・人材の
強化･充実

・政策対話の実施や計画策定支援

・知識･技術基盤の整備支援（能力開発を含む）等

○不法輸出入の防止に向けた取組の充実

・循環資源の国際移動を巡る現状把握と分析の高度化

・トレーサビリティーとアジアネットワークの充実等

○循環資源の国際的な移動の円滑化

・アジア共通の有害廃棄物のデータベースの構築等

循環型社会とは？

循環型社会形成推進基本法

廃棄物の
発生抑制

循環資源の
循環的な利用促進

適正な処分の確保

天然資源の消費が抑制され、環境への負荷が
できるかぎり低減される社会

製

造

販

売

循環型社会

資
源
投
入

流

通

消

費

廃

棄

修理

天然資源価格＞再生資源価格

ＮＧＯによる働きかけ

消費者による支援

市場の評価

制度整備

適正な役割分担

ゼロエミッション型生産技術

輸送の効率化

簡易包装等

適正な処分

使い捨て商品＜長寿命製品

リサイクル費用＜

廃棄（処分）コスト

隠れたフローの 小化

外部不経済の内部化

自
発
的
取
組

循環型社会のイメージ

（資料）平成１３年度版 循環型社会白書より作成
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環境配慮型製品
エコデザイン
エコマテリアル
エコプロダクツ

環境経営
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動脈産業動脈産業 静脈産業静脈産業

住民の理解

技術開発

社会ｼｽﾃﾑの整備

法律、財政支援

入口と出口
バランスのとれたバランスのとれた

アプローチアプローチ

持続可能な経済発展

車の両輪


